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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 UACJ 

 

[企業 ID]  5741 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 3 月期 第 3 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2025 年 2 月 12 日 

 

[ページ数]  34 

  

[時間]   16:15 – 17:00 

（合計：45 分、登壇：25 分、質疑応答：20 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  85 

 

[登壇者]  5 名 

代表取締役 社長執行役員   田中 信二（以下、田中） 

取締役 副社長執行役員   川島 輝夫（以下、川島） 

取締役 常務執行役員 経営戦略本部長 隈元 穣治（以下、隈元） 
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執行役員 財務本部長    岡田 浩三（以下、岡田） 

財務本部 IR 部長    上田 薫 （以下、上田） 

 

[アナリスト名]* SMBC 日興証券    山口 敦 

UBS 証券     五老 晴信 

野村證券     松本 裕司 

モルガン・スタンレーMUFG 証券  白川 祐 

大和証券     尾崎 慎一郎 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 

 

上田 ：ご参加の皆様、大変長らくお待たせいたしました。本日は大変お忙しい中、株式会社

UACJ2024 年度第 3 四半期決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

この説明会は、株式会社 UACJ のホームページに掲載されております説明資料を使って行います。

お手元に資料をご用意されていない方がいらっしゃいましたら、お手数ですがホームページをご覧

ください。 

なお、この説明会では、将来予測を含む情報が提供されることがありますが、これらの情報は当社

の現時点での予測に過ぎません。さまざまな要因により実際に業績がこれら将来予測と大きく異な

る場合がありますのでご留意ください。 

では、本日の当社出席者をご紹介いたします。代表取締役社長執行役員、田中信二です。 

田中 ：田中でございます。本日はよろしくお願いいたします。 

上田 ：取締役副社長執行役員、川島輝夫です。 

川島 ：川島です。本日はよろしくお願いいたします。 

上田 ：取締役常務執行役員、隈元穣治です。 

隈元 ：隈元でございます。よろしくお願いいたします。 

上田 ：執行役員財務本部長、岡田浩三です。 

岡田 ：岡田でございます。本日はよろしくお願いいたします。 

上田 ：私は本日司会を務めます財務本部 IR 部長の上田薫でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

それでは、本日発表いたしました 2024 年度第 3 四半期業績につきまして、執行役員財務本部長の

岡田よりご説明させていただきます。プレゼンテーション資料をご覧いただきながらご参加くださ

い。岡田さんよろしくお願いします。 

岡田 ：それでは、岡田から 2024 年度第 3 四半期決算内容につきましてご説明申し上げます。右下

のページを読みながら進めさせていただきます。 
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1 ページ、本日発表のポイントですが、3 クォーターの事業利益は 418 億円、前年同期比プラス

85 億円の結果でございました。2024 年度通期の事業利益予想を 455 億から 470 億円へ上方修正

といたします。 

 

2 ページ、本日のご説明の内容になってございます。 
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それでは 4 ページ、第 3 四半期の業績結果になります。 

売上収益 7,384 億で増減といたしましては、781 億円の増収という結果でございます。事業利益に

つきましては 418 億円で、対前年に比べて 85 億円の増益、親会社の所有者に帰属する当期利益に

つきましては、250 億で対前年 182 億の増益という結果でございました。 
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続いて 5 ページ、アルミ板の品種別の売上数量になります。真ん中 3 クォーターの累計になりま

す。 

合計で 94 万 5,000 トン、対前年に比べまして 6 万 8,000 トンの増販という結果でございます。右

側の増減に目を見て目を合わせていただきますと、缶材、これが大きく 5 万 4,000 トンの販売増と

いう結果でございます。 

箔地、それから自動車材につきましては、自動車の生産台数減等によりまして対前に比べマイナス

という結果ですが、IT 材、厚板、その他一般材につきましては、対前年に比べてプラスで伸長し

ているという状況でございます。 

 

6 ページ、事業利益分析になります。 

前年 3 クォーター累計 333 億から、今年度 418 億円のウォーターフォールで示してございます。

プラス 85 億円の要因としましては、UATH で 24 億、あと大きなところは販売関係差でプラス 44

億という結果です。 

UATH につきましては販売数量の増と、操業度が改善しているということが増益の要因となりま

す。 

販売関係差につきましても、販売数量の増加ということが大きく付与してございます。 
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7 ページ、連結の財政状況計算書になりますが、真ん中赤で囲ってございますが、棚卸資産の増加

により運転資金の増加が発生しております。 

資産合計につきましては、1 兆 187 億ということで、営業債権およびその他の債権がプラス 340

億、棚卸資産が 582 億円の増加というのが主な要因となってございます。 

右側の資金運用表ですが、今回長期資金の調達としては税引前利益 400 億円、減価償却費 283 に

対し、長期資金の使途としては、設備投資 248 億円、法人税等で 62 億円、配当支払で 62 億とな

り、長期資金が 311 億円余剰になったという状況です。運転資金である短期資金は、759 億円のシ

ョートということで、長期資金と短期資金のトータルでは 448 億円の不足という結果でございま

す。 
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8 ページ、実際のキャッシュフローになります。 

税引前利益、それから減価償却費で 683 億円から債権債務の増減で 821 億円の運転資金の増とい

うことで、営業キャッシュフローは 138 億円ショート、そこに設備投資 248 億円を投資しまし

て、フリーキャッシュフローといたしましては 386 億の資金ショートという形になります。 

ファイナンススキーム・配当他、それから現預金の減を含めまして、あと外貨建ての借入金の為替

の換算で 77 億増加をしまして、最終的な有利子負債の増減につきましては、461 億円増加したと

いう結果でございます。 

D/E レシオにつきましては、右側のグラフにございますが、３クォーター時点で 1.1 倍で、3 月末

の 1.0 倍に向けて進めてまいりたいと考えております。 
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9 ページ、設備投資の状況です。 

3 クォーターまでの実績は合計で 243 億円、2024 年度の計画 365 億に対して、ほぼ予定通りの伸

長になります。年末年始の設備投資等々がありますので、今後 365 億に近づく実績になろうと見

ております。 
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10 ページ、外部環境の変化点になります。 

左側が中国、右側が米国という形で記載しております。まず左側の中国につきましては、12 月 1

日から輸出に関する増値税の還付制度が廃止をされました。その結果、下に移りますが、UACJ グ

ループへの影響としましては、中国材の税還付廃止に伴って、お客様での中国材の採用のコストが

増加するということで、国内の事業および TAA、UATH の価格競争力の改善に付与するのではな

いかと見ております。あとプラスアルファで新規取引のチャンスも拡大していくのではないかと見

ております。 

右側の米国になります。2 月 10 日に鉄鋼・アルミ製品に対し 25%の関税を課すということが表明

されました。今後の状況については注視してまいりますが、UACJ グループへの影響といたしまし

ては、米国内の拠点 TAA、UWH のプレゼンスには向上を付与するのではないかと見ております。

ただ、インフレ等によるコストインパクトへの影響が懸念されるので、今後注視してまいります。 

 

11 ページ、UATH の状況です。 

グローバルでの缶材需要を確実に取り込んで、販売数量を拡大し、増収増益の状況です。左下にご

ざいますが、真ん中、販売数量 22 万 6,000 トン、対前年に比べまして 3 万 4,000 トンの増販とい

う状況です。 

事業利益につきましては 36 億、対前年 24 億の増益という状況でございます。右上にクォーター

ごとの棒グラフございますが、3 クォーターのところが少しへこんだ形になっておりますけれど
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も、バーツドルの為替でバーツ高の影響と、一部 UBC の価格の上昇等の影響を受けて、3 クォー

ターは 6 という形で落ちております。 

グローバルの販売状況ですけれども、タイ以外の販売が全体の約 70%を占めるという状況です。

そのうち北米・南米につきましては 17%の販売の比率という実績でございます。 

 

12 ページ、TAA の状況です。 

缶材のサプライチェーン全体での需要が堅調に推移してございます。左下にございますが、販売数

量につきましては 33 万 3,000 トン、対前年 2 万 2,000 トンの増販、事業利益につきましては 212

億、対前年プラス 6 億という結果でございます。 

同様に、事業利益の推移を右上の棒グラフに示してございますが、3 クォーターは少し落ちたよう

な状態になってございますが、ここにつきましては販売の数量と、品種構成の影響、一部 UBC の

価格の上昇の影響を受けているという状況でございます。 
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13 ページ、UWH の状況です。 

足元では EV 向けの販売量が減少しており、コストダウン施策の徹底を継続してまいります。左下

ございますが、売上収益としましては 278 億で対前年マイナス 32 億、事業利益につきましては 6

億で、対前年プラス 6 億という結果でございました。 

右上にクォーター別の事業利益を示した棒グラフになりますが、3 クォーターはマイナス 2 億とい

うことで落ち込んだ状態になってございます。ここにつきましては、EV の 3 クォーターの販売減

の影響が大きく出たという状況でございます。ただ、4 クォーター以降の事業認識としましては、

顧客の生産は回復してくるというような状況の見通しになっております。 
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15 ページ、通期業績の事業利益の見通しになります。 

ポイントといたしましては通期の事業利益見通しは 470 億でございます。4 クォーターにつきまし

ては、一部販売の来期繰り越しや、一過性のコストの発生等の影響を受ける見通しでございます。 

左下に事業利益の棒グラフがございます。4 クォーターにつきましては見通しとして 52 億円、3

クォーターに比較しまして、約 60 億強の事業利益が落ち込むような形になってございますが、そ

の要因といたしましては、右側にございます①、②番が大きな要因となっております。 

まず①番ですが、中国の増値税の還付廃止により、北米で中国の材料をお客様が駆け込みで購入し

たということが発生していまして、当社の販売の一部が来期に持ち越されるという状況になってご

ざいます。 

②番といたしましては一過性のコストの発生ということで、年度末の決算整理ということで IFRS

による影響で一部決算の整理がございます。あと、年末年始の補修、一部設備の除売却の影響があ

りまして、この 4 クォーターは少し落ち込んだように見えて取れます。 

③番といたしましては、全体的にかかる労務費の上昇、加工費、物流費、保全費用、副資材等々の

各種購買品のコストが上昇しております。これにつきましては、1 月 30 日にリリースいたしまし

たが、値上げの交渉をお客様と今後展開するという計画でございます。 
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16 ページ、通期業績の見通しです。 

売上収益 9,900 億、対前年に比べまして 972 億円の増収、事業利益 470 億、対前年 36 億の増益、

当期利益につきましては 260 億ということで、対前年 121 億円の増収増益となってございます。

この 4 クォーターの LME、為替レート、ドバイ原油の外部環境見通しは、右下に記載の通りでご

ざいます。 
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17 ページ、アルミ板の品種別の売上数量見通しです。 

トータルで合計 126 万 5,000 トン、対前年に比べまして 7 万トンの増販という計画でございま

す。差異につきましては 3 クォーターも同様ですが、缶材は 6 万 1,000 トンの大幅な増、あと箔

地、自動車材につきましては対前年に比べて自動車生産台数減少等により少しマイナスで、IT

材、厚板、その他一般材につきましては対前年に比べて伸長しているという見通しになってござい

ます。 

 

18 ページ、通期見通しの事業利益分析になります。 

前年 434 億円から今回 470 億円の増益に対しまして、ウォーターフォールで示しております。

UATH プラス 11 億、TAA がマイナス 25、UWH がプラス 7、販売関係差プラス 38、あとエネルギ

ー価格差等がマイナス 33 億という形でございます。 

ポイントとして、TAA につきましてはマイナス 25 となっています。これは、販売に関し昨年の 4

クォーターは北米で缶材の在庫積み増しの需要があったということに対して、今年度の 4 クォータ

ーはお客様による中国の増値税還付制度廃止前の駆け込み需要による買い増しの影響を受けるとい

うところの差が大きく出てくるとみています。それ以外では UBC の価格上昇の影響などもござい

ます。 

あと、エネルギー価格につきましては、時期ずれの影響が出ているというところでございます。 
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19 ページ、事業利益と Adjusted EBITDA の推移を示してございます。 

2024 年度につきましては、事業利益 470 で EBITDA が 847 ということで、中計 2027 年で掲げて

います事業利益 600 億、EBITDA1,000 につきまして、計画通りの推移と捉えております。 

 

続きまして、株主還元、21 ページです。 
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株式価値の向上に向けてということで、確実な利益・キャッシュフローの確保、資本市場との継続

的な対話を実施し、株式価値向上の実現を目指します。安定的かつ継続的な配当につきましては、

第 4 次中期経営計画の期間中の配当性向は最終利益の 30%以上を目処ということで、当社方針は

変わってございません。 

 

次の 23 ページ、資本構成は株価を意識した経営の実現に向けてということです。 

足元、右下に折れ線グラフございますが、2024 年の 12 月末の PBR につきましては、まだ 1.0 倍

に届いていないという状況で、今後も引き続きエクイティスプレッド 1%以上の早期実現に向けて

取り組んでまいります。 
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24 ページは、ご紹介になります。 

次世代アルミの飲料缶蓋 EcoEnd が右側にございますが、国内ビール 4 社の皆様から、2025 年 2

月以降順次採用数がされていく見通しとなってございます。 
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25 ページ、環境と経済安全保障の両立ということで、Scope3 における GHG 排出量を大幅に削減

すること、あとボーキサイトの新規採掘を抑制し、ネイチャーポジティブに貢献する。あと国内循

環により、経済安全保障に資するアルミニウムを安定的に確保していくという取り組みでございま

す。 

今回の福井製造所で UBC から DCC に加工する設備と、DCC を溶解し圧延材料を作る設備につき

ましては、グリーンファイナンスで資金を調達いたします。 

 

続きまして、26 ページ。CDP による調査「CDP2024」において、当社、気候変動、水セキュリテ

ィの両部門で、リーダーシップレベル A-の評価を取得いたしました。 
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27 ページにつきましては、パラリンアートへの協賛活動にも注力をしてまいります。 

 

最後 28 ページになりますが、本日公表させていただきました追加情報といたしまして、自己株取

得を実施いたします。 
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TostNeT-3 による自己株式の取得とその償却を行うことを決議いたしました。取得し得る株式の

総数につきましては 300 万株を上限、株式の取得価額につきましては総額増額 165 億円を上限と

いたします。取引の結果の公表につきましては、明日 2 月 13 日の午前 8 時 45 分の取引時間終了

後に取得結果を公表いたします。 

あと、償却に関わる事項ですが、上記の条件で取得いたしました自己株式のうち、株式報酬等とし

て、充当見込む株式数 100 万株を残した残りの全株式数を償却いたします。実施時期につきまし

ては 3 月 14 日を計画しております。 

ご説明は以上になります。  
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質疑応答 

 

上田 [M]：当社からのご説明は以上でございます。これより皆様からのご質問をお受けいたしま

す。 

それでは最初のご質問者を紹介いたします。SMBC 日興証券株式会社の山口様、ご質問をお願い

いたします。 

 

山口 [Q]：いつもお世話になっております。SMBC 日興証券の山口でございます。 

いつも私が聞いている質問は、33 ページ目にあります、数字、販売量とか、子会社の利益です

ね。ということで仕事が一つ減りました。 
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冗談は半分にして、31 ページ目のところのブリッジに関してご解説がいただきたいのが 1 問目。 

2 問目ですけれども、一連の関税の動きに関してですが、アメリカで言われているのが、リローラ

ーとか押出品のメーカー、まず、例えばカナダとメキシコでスクラップの 9 割ぐらい買っていると

思うんですけど、このコストが先に地金とかも含めて上がっちゃって、製品価格への転嫁にラグが

生じるんではないかというのが、向こうの担当アナリストのコメントです。 

おそらく製品の需給も相当逼迫すると思うので、パススルーできると思いますが、確か TAA は諸

物価・インフレ率を勘案して、ちょっとタイムラグを伴うようなお話をしていたところが心配なの

で、そこら辺に関してどう考えるか。 

もう一つは UATH が最近復調してきた背景として、出荷の中で北米向けが 17%とありましたけ

ど、これが逆に行かなくなっちゃうリスクはありませんかというのも含めて、この関税周りのとこ

ろをちょっと肉付けしていただきたいのが 2 問目でございます。 

他のアナリストさんに残りを譲ります。はい、よろしくお願いします。 

田中 [M]：ご質問ありがとうございます。2 点いただきました。1 点目は 31 ページのウォーター

フォールに関するコメントですね。もう 1 点が北米アメリカの関税に関する点ということで 2 件承

りました。 
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まず 1 件目の 31 ページの事業利益分析のところにつきましては、岡田からコメントし、2 点目の

北米の関税のところは、隈元からコメントさせていただきますので、よろしくお願いします。 

岡田 [A]：ポイントとなるのが UATH のマイナス 18 億円、TAA のプラス 25 億円かと思います。

UATH は、為替の影響を大きく受けております。TAA は、販売については順調ですが、一部、先

ほど申し上げた中国材の駆け込みがあるということで、少し当初計画していたよりも来期に持ち越

されるということの数量の影響があると考えております。 

川島 [A]：UATH の為替は、当初の見込みよりもバーツがドルに対して少しバーツ高に推移してい

る影響ですが、販売数量は確保できています。TAA については、販売はほぼ予定通りで、中国材

を積極的にお客様は使いたいということで、4 クォーターに予定していたのが 1 クォーターにずれ

るという形のマイナスはあったんですけども、他方で、操業度やローガン工場の製造コスト低減が

プラスで出たという形で見ております。 

田中 [A]：TAA については、12 月 1 日に中国の増値税の還付がなくなったということですので、

その影響が今 4 クォーターに集中したということになりますので、また来年度になれば、そのとこ

ろは回復してくるということで考えております。 

それでは、2 点目、関税については隈元から。 

隈元 [A]：ちょっと予断を許さないといったところが正直なところなんですけど、ご質問いただい

た価格転嫁のタイムラグ、それから需給バランスがむしろタイトになっていくんじゃないかと、そ

れからタイからの販売がどうなのかと、大きく三つあったか思います。 

まず価格転嫁の差、これは若干とはいえ生じてくるとは思います。ただ、米国の場合は、例えば 3

カ月平均ずれるとかではなくて、製造月と販売月の 1 カ月前の地金の価格を適用するというのが非

常に一般的でございますので、原料価格の変動に関わる転嫁差というのはほぼ 1 カ月ぐらいの話だ

と見ております。年度内で吸収できるという、25 年度は 25 年度内で吸収できる話と思います。 

それから需給の逼迫、これは確実に起こってくるだろうなと思います。25%もエキストラに払うん

だったら国内材を買うというのが、お客様の意向でしょうけれども、国内で供給できないから輸入

しているという、ここはジレンマがあるわけで、一時的にものすごく逼迫してくる。ですので、ス

ライド 10 で、新規取引、成長投資のチャンス拡大をポジティブサイドで見ておりますけれども、

一方でインフレによるコストインパクトを懸念しており、確実に人件費の上昇や色々なコストが上

がってくると思いますので、両面あると見ております。 
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それから、タイのビジネスへの影響ですけれども、これは今の需給逼迫のところと裏腹の部分がご

ざいます。じゃあいらないのかというとお客様は非常に悩まれると思います。多少関税を払ってで

も数量が欲しいという場合と、いやいやコストを重視する場合とありますので、今コメントするの

は時期尚早かなと思っております。 

山口 [Q]：中国の増値税の影響で、アジアの販売やトレードの潮流に変化は出てないでしょうか。

例えば中国材が減って御社材の採用が増えているとかはないですか。 

田中 [A]：増値税の影響については、やはりお客様に影響が出ているということは、色々な情報が

入ってきています。 

増値税還付されていた分を製品に転嫁したいという中国メーカーの意向も、お客様のところに来て

いるようですので、われわれにおいては、短期のお客様については引き合いを受けておりますの

で、この後、比較的有利な形で展開していけるんじゃないかなとは考えております。 

山口 [M]：了解しました。ありがとうございました。 

田中 [M]：ありがとうございます。 

上田 [M]：ご質問ありがとうございました。次のご質問が、モルガン・スタンレーMUFG 証券株

式会社の白川様、お願いいたします。 

白川 [Q]：モルガン・スタンレー証券の白川です。本日ありがとうございました。質問 2 点よろし

くお願いいたします。 

1 点目が 15 ページのところ、4Q でどれだけ一過性が今回織り込まれているかというところなんで

すけども。右下のところで一部今お話もありましたが、TAA での販売が来期へ、あと一過性のコ

ストで各種コスト増。各種コスト増っていうのは季節性のことなのかなと思うんですが、それぞれ

いくらぐらいなのか、できれば定量的にご解説お願いいたします。これが 1 点目になります。 

2 点目が、今のお話にもあったグローバルの潮流ですけれども、タイの統計を見ていると、オセア

ニア向けがかなり伸長してきたかなと思うんです。アメリカのところで少し減ったとしてもここが

伸びてくればとか、あとは中国材からの切り替えも短期的にあるのかなと思うんですけども、オセ

アニアが伸びている背景と、今後のオセアニア、もしくは中東とかも含めてですけれども輸出に関

しての見通しを教えてください。以上です。お願いします。 

田中 [M]：ありがとうございます。今 2 点ご質問を承りました。15 ページの一過性のコストある

いは各種コスト増のところ、それからグローバルの潮流につきましては、川島からコメントで。 
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川島 [A]：決算関係で、日本の会計基準だと月割りするんですけれども、IFRS だと 4Q に大きく乗

ってきますので、その関係だけでも 15 億程度の影響が出るのではないかと思っております。 

グローバルですけれども、元々、UATH のターゲットは中東、東南アジア、オセアニアでしたか

ら、それを今後自分たちが取れると。それから元々アメリカについては、頭に入れてなかったんで

す。2021、2022 年のときはいっぱいありましたけれども、それがなくなってきてですね。元々

UATH の位置付けというのはさっき言った地域でしたから、そこに取りに行こうという形でお客様

の商談を得ていると。 

それにプラス今回ですね、2024 年については、アメリカで量が足りなかったのでアメリカに出し

たということなので。オセアニアにはアルミの板を作る工場がありませんから、100%輸入になり

ますので、やっぱりそこは大きなターゲットの地域だと認識をしております。 

田中 [A]：東南アジアにつきましては人口増ももちろんありますけれども、飲料缶、このアルミ缶

というのはかなりな勢いで伸びていっていますので、全体マーケットでいくと 3%、特にアジア地

域ではまたそれを上回るような成長性もありますので、特にこの辺のところは引き続き伸びていく

可能性が強いだろうなと考えています。 

白川 [Q]：わかりました。はい、ありがとうございます。需要環境に関して特段何かマイナスネガ

ティブ要因が起きているっていうことはないでしょうか。最後確認です。 

田中 [A]：現時点ではございません。逆に先ほど言った増値税のところ、この辺のところをうま

く、われわれがいかに取り込めるかっていうところはポイントになってくるかな考えております。 

白川 [M]：ありがとうございます。 

上田 [M]：ご質問ありがとうございました。では、次のご質問者の方は野村證券株式会社の松本様

です。ご質問をお願いいたします。 

松本 [Q]：野村證券の松本でございます。よろしくお願いします。 

1 点目は、一部お話がありましたけれども、世界的に UBC の価格が結構上がっていて、特にアメ

リカの方で上がっているような認識を持っていまして。この辺の価格転嫁の取り組みとか、あるい

はそのフォーミュラがあるのかどうか、どういうメカニズムになっているのか解説してください。

何となくご説明だと、悪化する要因の一つでそんなに深刻じゃない感じがしますが、教えてくださ

い。 
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あとはアメリカのこの関税の影響ですけれども、今の状況で免除されている地域があったりしてよ

くわからないんですが、仮に全部かかるとしたら、大体、例えば国内生産のどれぐらいのポーショ

ンの輸入品が影響与えるとか、どれぐらいのインパクトがありそうかというのを、イメージを教え

ていただけますでしょうか。以上です。 

田中 [A]：ありがとうございます。2 点いただきました。1 点目が UBC 価格の影響ですね、北米等

を中心に厳しかったと。もう 1 点は、多分これ除外申請のことを言われたのかなと思いますけど、

この辺のところについてのご質問というか、定量的な数字まで出せるかどうかってありますが、こ

の辺につきましては隈元から、先ほ引き続いて詳細に説明を。 

隈元 [A]：今 UBC の価格のアップダウン、今アップサイドのご質問でしたけれども、これは価格

転嫁するのかということですが、この価格転嫁はしないです。というのは、缶材の値段というの

は、新塊の LME に合金添加物を足したものを正として、それをお客様へスライドしているという

ことですので、UBC の値段の上がり下がりというのは、お客様の値決めとは直接関係ないという

のが答えになります。 

それから二つ目のご質問で、関税のインパクト、これ数量のインパクトっていうのは米国にとって

のインパクトというふうに今ちょっと読み替えましたけれども、一番大きいところで言いますと、

日本からアメリカに出しているアルミニウム圧延品、これは板も型も全て入っていますが、おおよ

そ 2 万 2,000 トンです。 

日本―アメリカということで言うと 2 万 2,000 トンですが、これを缶材というオールアジアと米国

っていうふうにちょっとパイを広げて見てみますと、おそらくアジアで作っている缶材、それから

自動車関連、それから熱交換器関連、ここら辺全部入れますと、おそらく 15 万トンから 16 万ト

ンぐらい。この中で当然当社も入っていますけれども、例えば Novelis なんかも入っていますし、

他の諸々のアジアのミルも入っていると思いますが、こういうのを全部足すと、おそらく 15 万か

ら 16 万トンぐらいのものがアジアからアメリカに入ってきている。 

なので、これが関税按分の対象になるんですけれども、これもそのバックアップするだけの、リプ

レースするだけの余力が今度米国側にあるのかというところが焦点といいますか、クエスチョンに

なってくると思うんですけど。そこまでの調査はまだ終わっていませんけれども、アメリカで作っ

てない製品も多分にございますので、そこはお客様としては非常に悩ましい点だろうなと思いま

す。 
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川島 [A]：さっきの UBC のところですけれど、隈元さんが言われたように、本来は地金価格に加

工費乗せています。自分たちはできるだけ材料費を抑えるために、努力をしてきました。だそれで

も自分たちの努力以外のところで原材料費がいくつか上がってきています。 

他方でなぜスクラップが使われているかというと環境問題です。そこに自分たちはバリューがあり

ますから、その転嫁というよりも、環境に貢献する形で自分たち、これから価値を取らないかんと

いうことをお客様にご説明しながら、価格改定をさせていただくという形で作り上げていくという

ことを考えなければなりません。 

松本 [Q]：2 点目は、例えばある缶材の大手、缶材というか缶を製造している大手の会社とかメキ

シコから板を持ってきたりして、結構その話が説明会なんか出たりするんですけれど、そこはあん

まり需給にはそんなに影響ない感じなんでしょうか。 

川島 [A]：アメリカで作り切れないから、メキシコから持ってきているわけです。多分生産のキャ

パシティがないので、メキシコ等で製造することは変わらないと思うんです。ただ、そこに今度は

コストがかかるということです。アメリカの板の場合は、安いからアメリカ国外から買っていると

いうよりも、生産のキャパシティがないから買ってきているのでは。関税で上がった分だけ仕方が

ないなと考えるのでは。あとはそれを製品の価格に転嫁するのかどうかということではないかなと

理解をします。 

田中 [A]：あとは内訳のボリューム感っていうのは、ちょっとわれわれの中でも捉えきれておりま

せんので、その辺のところをしっかりとお話ししながらということになろうかと思います。 

松本 [M]：わかりました。ありがとうございました。 

上田 [M]：ご質問ありがとうございました。次のご質問は、大和証券株式会社の尾崎様、よろしく

お願いいたします。 

尾崎 [Q]：大和証券の尾崎でございます。よろしくお願いします。 

15 ページ目で示されている各種コスト増に対応した価格改定で、ロールマージン 2 割ぐらい 4 月

から上げられると思いますけれど、この手応えというか、実現の確度と実際どういったインパクト

がありうるのか教えていただけないでしょうか。以上、1 点です。 

岡田 [A]：まさに今、お客様にお願いを開始しているという状況ですので、まだ 4 月からの出荷に

対してどこまで実施できるのかというところにつきましては、まだ不透明な状況ではございますけ

れども、今は 4 月 1 日から全てロールマージン 20%のお願いをし、やっていくというのが今の立

ち位置の状況でございます。 
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田中 [A]：こちらについては、ちょうど今アナウンスをまだ開始したばかりですから、今ちょうど

お客様に、営業部隊が一つ一つ丁寧にあの内容の説明をしているというところですので、価格体系

の見直しについては、いずれもいつの時代にあっても簡単ではありませんので、しっかりと上げる

理由をご説明させていただきながらご理解をいただくようにということで進めてまいります。 

上田 [M]：ご質問ありがとうございました。 

次のご質問者の方は、UBS 証券株式会社の五老様です。ご質問をお願いいたします。 

五老 [Q]：UBS 証券の五老です。よろしくお願いいたします。 

1 点目は重ねてで恐縮ですけれど、今の価格改定交渉についてです。これまでの過去のこのマージ

ン改善の取り組みのときは表を作っていただいて、地域とかアイテムごとに進捗をご紹介いただい

たりしていたわけですけども、今回の価格改定、今お話あったロールマージン 20%、地域別にど

の部分について取り組むのか。 

そしてステップバイステップの部分もあると思うんですけれども、どういう交渉をクリアすればマ

ージンを維持あるいは改善に繋げられるのかというところをお話しいただきたいのと、この中で

UACJ SMART などのグリーンブランドの拡販を今後目指していくという要素も、あるいはリサイ

クル材を活用する、理解するお客様の受注などのお話も以前いただいていました。こういった要素

は入りうるのかと、このあたりをご解説いただけたらというのが 1 点目です。 

それから 2 点目、アメリカの今回の状況の中でスクラップがタイトになるよというところ。一方

で、リサイクル率の改善への取り組みが加速、促されるような要素になりうるんじゃないかという

気もするんですけれど、このあたり、取り組みの変化ありうるかという点について、一言いただけ

ればと。 

そして最後もし時間があれば、需要のところ。足元の状況を缶材を中心にご説明いただきました

が、自動車、エレクトロニクス材、厚板系のところ、来期に向けての期待値確認できればと。以上

です。よろしくお願いします。 

田中 [A]：それでは 3 点いただきました。まず、価格改定のところになりますけれども、本件につ

きましては国内が主となります。前回、エリアごとに表でまとめさせていただいたのは、価格のフ

ォーミュラをどういう体系で見直していくかということです。今回の価格改定のところは、示しま

した通り国内でいろいろインフレに伴うもの、こういったものを見直しをしていくという形での価

格の見直しということになっています。 
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それから併せて、価格体系の見直しとか、あるいは各種コストの増とは違って、その UACJ 

SMART マスバランス、環境付加価値は、別個にお客様との交渉の上で、リサイクル率だとか、そ

んなところを勘案しながら改定していくということになります。 

それから、アメリカの関税につきましては、スクラップがやはりタイトになってくると思います。

アメリカの回収率は日本と比べてまだまだ低いということでもありますので、まず回収率を高めて

いくこと。これは北米 TAA 社長の Henry が全米のアルミニウム協会の会長をやっておりますの

で、そのリサイクル回収をして戻していくという形で今積極的に進めております。 

それから最後の需要のところにつきましては、缶材は順調にきておりますけども、自動車と厚板に

ついては、今年度目標値に至りませんでしたが、確実にここは上向いてきています。本格的な回復

は 2025 年度になってからになります。ここは、確実に需要は回復してくるだろうなと考えており

ます。 

すみません、時間もちょっとあって早めに答えました。 

上田 [M]：ご質問ありがとうございました。予定の時間が参りましたので、本日の説明会は終了さ

せていただきます。 

以上をもちまして、株式会社 UACJ2024 年度第 3 四半期決算説明会を終了いたします。本日はご

参加いただきありがとうございました。 

今後も株主をはじめとするステークホルダーの皆様のご期待に添えるよう邁進して参りますので、

引き続き弊社をご支援ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。本日はお忙しい中お集まりいた

だき誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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